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勇壮な姿の
木村支部長小若の竿燈演技

支店前で出陣式

街中を請掃します

秋
　
田

ニ
ー
〓
＼
有
利
元
年
度
N
T
T
秋
田
グ
ル
ー
プ
竿
燈

′
ギ
前
会
へ
、
木
村
支
部
長
、
高
橋
相
談
役
が
揖
席
し

ま
1
二
∴

三
太
平
山
三
吉
神
社
「
梵
天
祭
」
に
参
加

売
繁
盛
」
を
祈
願
し
勇
壮
に
梵
天
を
奉
納
し
ま
し
た
▲

電
友
会
会
員
も
1
0
名
が
元
気
一
杯
若
い
N
T
T
社
員

に
交
じ
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

◎
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
へ
の
参
加

◆
秋
田
支
部

◎
竿
燈
会
納
会
へ
の
出
席

秋
田
の
伝
統
行
事
「
竿
燈
祭
り
」
　
に
悠
、
∵
二
二
二

秋
田
グ
ル
ー
プ
竿
燈
会
も
参
加
し
て
お
り
ヾ
二
▲
二

田
グ
ル
ー
プ
竿
燈
会
へ
は
、
電
友
会
の
会
員
1
日
丈
∴

登
録
し
て
い
ま
す
。
木
村
支
部
長
は
竿
燈
崇
1
r
三

8
月
3
日
N
T
T
竿
燈
会
の
顧
問
の
立
場
で
、
誓
一
一

提
燈
を
持
っ
て
行
列
の
先
頭
に
立
っ
て
行
進
－
．
三
事

三
㌔
り
】
年
1
月
1
7
日

二
三
一
三
隼
つ
秋
田
の
冬

▲
　
∵
草
行
事
で
あ
る
林
凡

こ
■
軍
手
崇
∴
Y
T
T
秋

■
叫
　
　
㌻
各
社
の
幹
ヽ

二
∵
悠
貢
恵
勢
9
0
「

■
ノ
：
ち
…
　
二
、
、
1
年

｛
　
三
二
二
二
鷺
堰
、
商

燈
祭
り
』
を
盛
上
げ
る

1
人
と
し
て
脚
光
を
浴

び
て
お
り
ま
し
た
。

相
月
1
6
円
　
「
イ
ヤ
ク

月
1
7
日
に
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
す
る
た
め
、
中

央
地
区
は
中
通
ビ
ル
周

辺
、
県
北
地
区
は
大
館

ビ
ル
周
辺
、
県
南
地
区

は
構
手
ビ
ル
周
辺
が
対
価
鮮
⊥
Ⅶ

象
し
こ
字
＝
、
各
ビ
ル
周

辺
の
清
掃
を
N
T
T
社

員
等
と
電
友
会
封
名
の

∵∴．1
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皆さん、お疲れ様です

雷貴書相手御l

鈴木副会長の
あいさつ

37

節義．‾‾’
作品に見入るお客様　　　　　素敵な作品展ですネ

木彫りのお面。まるでプロの作品です

客の入りも順調

濯談を交えた楽しい講演

参
加
　
（
千
秋
ク
ラ
ブ
目
名
、
県
南
地
区
5
毎
・
県
北

地
区
5
名
）
　
で
実
施
し
ま
し
た
▼

◆
千
秋
ク
ラ
ブ

◎
忘
年
親
睦
の
集
い
の
開
催

令
和
元
年
1
2
月
2
日
イ
ヤ
タ
カ
に
て
忘
年
親
睦
の

集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
N
T
T
東
日
本
秋
田
支

店
松
浦
支
店
長
は
じ
め
各
部
長
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ

会
社
の
代
表
者
の
方
々
、
千
秋
ク
ラ
ブ
会
員
5
1
名
と

仙
台
在
住
の
4
名
（
佐
藤
勇
さ
ん
・
谷
々
正
敏
さ
ん
・

天
野
直
樹
さ
ん
・
沢
村
重
剛
さ
ん
）
　
総
勢
5
5
名
の
参

加
と
な
り
、
午
後
の
ひ
と
時
、
時
間
も
忘
れ
、
思
い

出
や
近
状
を
語
り
、
健
康
を
称
え
合
い
、
再
会
を
誓

い
合
い
な
が
ら
散
会
し
ま
し
た
。
ノ

絵
手
紙
・
凧
絵
・
切
り
絵
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
3

D
プ
リ
ン
タ
ー
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
手
芸
等
々
多
数

の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
出
展
さ
れ
、
鑑
賞
に
訪
れ
た

万
々
か
ら
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。

出
展
者
数
3
2
名
、
作
品
数
1
2
4
点
、
来
場
者
数

3
1
2
名
と
盛
況
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
‥
）
余
技
作
品
展
開
催

1
0
弓
拍
コ
　
コ
l
H
の
3
日
間
ア
ト
リ
オ
ン
第
2
展

示
室
て
閂
宜
予
ま
し
た
一
〕
今
年
も
こ
れ
ま
で
同
様
に

N
T
T
号
室
道
議
者
の
会
と
共
催
で
の
実
施
と
な
り

役
割
分
担
1
㌢
与
▲
、
円
滑
に
進
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

展
示
作
口
讐
三
写
真
・
書
・
絵
画
・
木
版
画
・
能
面
・

‥
骨
＿
ヰ

◎
文
化
講
演
会
開
催

日
月
2
0
円
秋
田
市
文
化
会
館
大
会
議
室
に
て
文
化

講
演
会
を
開
催
し
、
5
8

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
■
　
講
師
に
は
N
T
T

東
日
本
秋
田
支
店
企
画

総
務
部
長
阿
久
津
宏
様
、

鈴
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

け
＿
．
N
T
T
の
≠
牡
に
つ
蜘
て
、

1

号

　

　

ト

二

・

＋

1

ニ

●

■

一

H
∵
■
・
■
句
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盛り上がってますね

緊迫する対局の中、左奥の方は、
頭を抱えているのか、ヘアスタイルを整えているのか…

どっち7

28

鈴
木
裕
之
様
の
2
名
の
万
々
に
お
願
い
し
ま
ー
エ
ー

講
演
会
は
、
N
T
T
東
日
本
秋
田
支
店
企
画
豆
預

部
長
阿
久
津
宏
様
よ
り
「
N
T
T
の
現
状
に
つ
㌧
二
、
一

と
題
し
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
錆
王
与

リ
ニ
ッ
ク
鈴
木
裕

之
院
長
様
よ
り
「
楽

し
く
笑
っ
て
長
生

き
人
生
」
と
題
し

て
医
学
的
な
話
を

交
え
な
が
ら
、
面

白
く
楽
し
く
、
時

に
は
、
漫
談
を
交

え
な
が
ら
参
加
者

を
笑
い
の
渦
に
巻

き
込
み
余
韻
を
残

し
な
が
ら
、
楽
し

い
講
演
会
を
終
了

し
ま
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

亜
千
秋
囲
碁
ク
ラ
ブ

世
情
騒
然
と
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
防

止
の
た
め
、
4
月
の
定
期
総
会
の
無
期
限
延
期
、
5

月
の
定
期
大
会
や
例
会
を
す
べ
て
自
粛
し
て
い
ま
す
。

1
0
月
～
3
月
の
活
動
状
況

定
期
大
会

・
第
1
4
2
回
定
期
大
会

日
月
q
∴
〓
　
1
2
名
参
加

優
　
捧
　
田
中
　
忠
雄

華
優
捧
　
天
山
　
文
雄
1
＝

◎
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
　
タ
オ
ル
寄
贈
に
協
力

N
T
T
秋
田
グ
ル
ー
プ
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
元
年
に
引
き
続
き
今
年
も
福
祉
施
設
に
未
使

用
タ
オ
ル
の
提
供
を
企
画
し
、
令
和
元
年
1
2
月
～
令

和
2
年
1
月
ま
で
の
間
、
会
員
に
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
7
名
の
協
力
で
2
1
枚
の
タ
オ
ル
が
集
ま
り
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
企
画
に
協
力
し
ま
し
た
。

・
第
1
j
3
回
竃
期
大
会

2
月
8
日
　
l
二
名
参
加

優
　
勝
　
田
中
　
忠
雄

準
優
勝
　
大
和
田
　
篤

定
期
例
会

1
2
月
1
日
　
4
名
参
加

1
月
1
日
　
4
名
参
加

3
月
2
2
日
　
4
名
参
加

3
月
3
日
以
降
、
会
長

判
断
に
よ
り
、
無
期
限
の

活
動
自
粛
中
て
す

∵
U
、
，
つ
守
‥
、
コ
コ
＋

桶
が
解
消
さ
れ
、
皆
と
対

局
て
き
る
日
を
会
日
二
同

、
人
待
ち
に
し
て
い
ま
す

脚
N
T
T
・
O
B
秋
H
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

令
和
2
年
4
月
3
日
イ
ヤ
タ
カ
会
館
に
て
2
年
度

の
定
期
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
緊
急
事
態
を
踏
ま
え
、
集
合
形
式

の
総
会
を
中
止
し
、
メ
ー
ル
で
の
事
業
計
画
審
議
承

認
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
雪
が
少
な
く
、
市
内
の

各
ゴ
ル
フ
場
は
3
月
上
旬
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
年
最
初
の
例
会
を
4
月
2
0
日
に
開
催
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
等
も
あ
り
1
6
名
の
参
加
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
】
　
幹
事
の
行
い
が
悪
い
の
か
、
あ
い
に
く

の
雨
風
。
そ
ん
な
中
で
当
ク
ラ
ブ
の
会
長
の
ベ
ス
グ

ロ
優
勝
で
幕
を
閃
け
ま
し
た

令
和
り
】
年
度
の
例
会
予
定
と
4
月
の
成
績
は
次
の
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老人保健施設「山盛苑」慰問

29

手のあげ方も美しい

関りも揃っています

と
お
り
で
す
∪

4
月
2
0
日
　
（
太
平
山
c
c
　
1
6
名
参
加
）

優
勝
　
桜
田
　
博
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
光
雄

5
月
1
8
日
　
（
南
秋
田
c
c
　
1
7
名
参
加
）

優
勝
　
高
橋
　
均
　
　
準
優
勝
　
三
浦
　
悠
遠

6
月
1
5
日
　
（
椿
台
c
c
）

7
月
2
1
日
　
（
ノ
ー
ス
ハ
ン
プ
ト
ン
G
C
）

8
月
1
7
日
　
（
ロ
イ
ヤ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
G
C
）

9
月
1
8
日
　
（
新
秋
田
ウ
イ
ン
ズ
c
c
）

1
0
月
5
日
　
（
太
平
山
c
c
）

㈲
千
秋
月
曜
会

令
和
2
年
の
年
明
け
早
々
に
、
老
人
保
健
施
設
（
山

盛
苑
）
　
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
事
に
な
り
ま

し
た
。
寒
い
秋
田
の
冬
で
す
。
悪
天
候
も
予
想
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
思
い
の
外
、
冬
と
し
て
は

最
高
に
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

山
盛
苑
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
1
0
0
人
程
の
入
所
者
が

待
機
し
て
い
ま
し
た
。
最
初
に
皆
の
知
っ
て
い
る
「
キ

ヨ
、
ン
の
ず
ん
ど
こ
」
か
ら
始
ま
り
、
以
下
「
あ
や
子

っ
お
国
自
慢
」
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
　
「
津

軽
の
ジ
ョ
ン
ガ
ラ
」
と
4
曲
踊
り
ま
し
た
。
踊
り
の

合
間
に
は
辰
君
の
歌
も
入
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
っ

入
所
者
の
喜
ん
で
い
る
顔
を
見
る
と
、
ま
た
頑
張
ろ

う
し
】
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
健
康
に
気
を

配
り
、
情
報
交
換
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

1
、
毎
月
第
4
月
曜
日
、
午
後
1
時
半
か
ら
2
時
間

2
、
会
場
は
秋
田
市
民
市
場
2
階
会
議
室

3
、
会
費
年
2
回
　
（
1
回
3
0
0
0
円
）

4
、
会
員
募
集
中
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。


